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はじめに 

 Faraday効果を利用した光磁気センサは，高絶縁性，耐電磁ノイズ性，非接触でリモートセンシングが可能

であるので 1)，ファイバコイルや希土類ガーネット結晶を用いたものが実用化されているが，電気電子機器

の組込み光磁気センサへの応用はほとんどないのが実情である．そこで我々は，組み込み光磁気センサとし

てセンシングヘッド部に Fe 超薄膜を用いることに着目した．本稿では，Fe超薄膜の Faraday効果増大への基

礎検討を行ったので報告する． 

実験方法 

 Fig.1 にスパッタ法でガラス基板上に作製した Fe超薄膜を示す．30 nm-Fe 単層構造膜と Fe総膜厚が 30 nm

となるよう Fe層を 3層，6層と分けた多層構造膜を透過型磁性膜とし作製した．また，透過型磁性膜の最下

層に Ag反射層を挿入し，膜への入射光量を増やすため反射防止膜に Ta2O5を用いたものを反射型磁性膜とし

作製した．多層構造をとることで界面の屈折率差による膜内での多重反射を利用すること，また Ag反射層

での光の反射で光路を長くすることで Faraday効果増大を狙った． 

Faraday効果測定には，光源として He-Ne レーザ（波長:633 nm）を用いた．光源からの光を偏光子（グラ

ントムソンプリズム）で直線偏光性を高めた後に，膜面垂直方向に磁界印加された試料へ透過させる．そし

て，試料からの透過光は半波長板を通過し，偏光ビームスプリッタ（PBS）で P 偏光と S偏光に分光した．

磁界に対する P，S 偏光強度から Faraday回転角の評価を行った．このとき，磁界印加に最大印加磁界 10 kOe

の電磁石を用いた． 

実験結果 

 Fig.2 に作製した Fe 超薄膜の Faraday回転角を示した．透過型磁性膜において Fe 層の層数を増やすことで

回転角は増大した．これは，Fe 層の層数が増えることで同時に界面が増え，界面反射が起こり Fe層を透過

する光路が長くなったためである．反射型磁性膜では 6 層を除いて，Ag反射層で光が反射することにより透

過型磁性膜の光路の 2 倍になるので，回転角も約 2倍大きくなる結果となった．今回は Fe層を 3層とし Ag

反射層を挿入することで，計算値より 4.6倍 Faraday回転角を増大することが出来た.また，膜面垂直方向の

10 kOe の外部磁界では，Fe 超薄膜はまだ飽和磁化しておらず，最大 Faraday回転角はより大きいと推測され

る.  
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